













ABOUT ENVIRONMENTAL VIBRATION IN RESIDENCE ZONE 
ALONG A HIGHWAY IN THE CITY 
 
安藤光輝 
Kouki ANDO  




Perception of vibrations in the residence zone is the motivation of this study. It is located in 
the complex place of the city. The purpose of this study is to know the actual condition of 
vibrations in it. The result showed that vibrations were less than 30% of rate of perception 
and vibrations were amplified by the non-structural elements. 














図 1 測定対象建築物と周辺環境要素 
 













造、地上 11 階、地下 1 階であり、昭和 57 年に建設された
築 30 年程の建物である。戸数は 112 戸であり、その内部
にはエレベーターが 2機設置されている。一台は定員 9名、
積載 600kg であり、もう一台は定員 6 名、積載 450kg であ














ため 24 時間連続の測定を行った。 
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図 2 敷地境界測定点（1F 平面図） 
 











図 3 24 時間の MAX 値、L10値の推移 
 
図 3 は 24 時間測定の結果である。図 3 のダイヤモンド
形の点は MAX 値を表し、四角形の点は L10値の推移を表
している。 
昼夜での 30 分間の測定の際には敷地境界である図 2 の
三角点で測定をおこなった。しかし 24 時間実測はその測
定時間が長いため安全に機材を設置しておける場所とし
て敷地境界から約 3.5m 地点で測定を行った。 
昼夜の測定をおこなった三角点では最大で 60dB ほどの
値が測定された。しかし図 3 の MAX 値の推移を見てみる
と、その値は最大で 50dB 前後である。そのことから 24
時間測定の測定点では約 10dB ほど値が低くなっていると
考えられる。 



































表 1 測定時間区分 
 
平日 
区分① ・・・朝 5:00～10:00 
区分② ・・・昼 10:00～15:00 
区分③ ・・・夕 15:00～20:00 
区分④ ・・・夜 20:00～24:00 
区分⑤ ・・・深夜 24:00～5:00 
 
休日 
区分① ・・・朝 5:00～10:00  
区分② ・・・昼 10:00～15:00  
区分③ ・・・夕 15:00～20:00  
区分④ ・・・夜 20:00～24:00  
区分⑤ ・・・深夜 24:00～5:00 
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チの ON、OFF のため機材に近づくなどの理由である。 
測定には機材を２セット用いた。比較のため部屋中央
（図 4 の三角点）を各測定点と同時に測定した。 
分析は分析ソフトを用いて 1/3 オクターブバンド分析を










ータの合計は 234 個であった。（測定点データ 117 個・
測定点と同時に測定をおこなった部屋中央データ 117 個
により、合計 234 個である。）また 234 のデータそれぞ
















図 5 道路直交方向・平日時間帯別比較 
  
図 5 から 2Hz 以下、16Hz 以上の帯域において夕・夜の
値が深夜に比べ最大で 10dB 程度大きくなっている。夕・
夜の値が大きくなる傾向はほかの軸、休日でも同様であっ














図 6 鉛直方向の人の知覚率評価 
 



























































































図 7 襖レール上と部屋中央の鉛直方向比較 
 












図 8 階による差（道路直交方向） 
 
 図 8 は非常階段 10-9、5-4、2-1、加えて非常階段 10-9
を測定していた時の部屋中央のデータを比較したもので
ある。居住空間は 10 階にあり建築内部での非常階段 10-9
と高さの差はほとんどない。 
 図 8 より道路直交方向の振動が 3.15Hz 付近の周波数帯




 図 9 に鉛直方向の階による差を比較した結果を示す。図








図 9 階による差（鉛直方向） 
 






















ある。同専攻教授 後藤 剛史 先生、研究室 OB である新
藤 智 氏、島田 祐輔 氏には終始ご指導いただきました。
ここに深謝の意を表します。また同専攻教授 出口 清孝 
先生、並びに同専攻教授 吉田 長行 先生には副査として
ご助力頂き深謝の意を表します。実測の許可また図面を提
供してくださったマンションの管理をしている方々、また
実測にあたり協力をしていただいた同研究室の同期の
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